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I ( 5例）は全例生存中， stage 皿 (17例）の5生率
は57%と良好な成績が得られた.n－因子では， no(13 





















































を行った症例につき報告した 症例は入院時 ICGK がEO法に比しAS法で高かった．術後出血IC関して
値Q.0326，血小板数57000，胃内視鏡で CB,RC(十）， はAS法がEO法lこ比し止血効果が高かった．基縫的
F., Ls，円以より約 37cm E工側IC癌性、昼場を認めた． 検討として， AS,EOを静注した結果，肺組織にて著
初回手術で摘牌，血管郭清，幽円形成を施行．術後 明な出血を認め，アナフィラキシーシ司ツク及び，心
BUN の上昇を認めるも比較的経過良好.ICG K値 肺障害を認めた
0.0482，血小板数も169000と上昇した．胃内視鏡で静
